
新
成
人
の
抱
負
（
敬
称
略
）

　

１
月
３
日
（
木
）、
せ
と
う
ち
交

流
館
に
お
い
て
、
平
成
31
年
上
島
町

成
人
式
が
行
わ
れ
、
新
た
な
門
出
を

祝
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
39
名
（
弓
削
地
区
18
名
、

生
名
地
区
５
名
、
岩
城
地
区
16
名
）

の
新
成
人
が
式
典
に
出
席
し
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
宮
脇
町
長
か
ら
新

成
人
代
表
の
小
田
舞
子
さ
ん（
弓
削
）

に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
津
國
亜
美

さ
ん
（
生
名
）
が
新
成
人
を
代
表
し

て
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
員
に
よ
る
記
念
撮
影

に
続
き
懇
談
会
が
行
わ
れ
、
近
況
報

告
や
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
同
級
生

や
恩
師
と
談
笑
し
た
り
、
写
真
を

撮
っ
た
り
と
、
短
い
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
会
場
は
賑
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

支
え
て
く
れ
る
人
た
ち
に
感
謝
し
て
過

ご
し
ま
す
♡

　
　
　
　
　
　
　

津
國　

亜
美（
生
名
）

祝成人
平成31年上島町成人式

周
り
を
見
て
仕
事
に
励
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

大
洲　

悠　
（
弓
削
）

将
来
な
り
た
い
も
の
に
な
れ
る
よ
う

に
、
自
分
が
今
や
る
べ
き
こ
と
を
し

っ
か
り
と
こ
な
し
、
日
々
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

大
塚　

葵　
（
弓
削
）

理
想
の
看
護
師
と
な
れ
る
よ
う
に
勉

学
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

大
塚　

梓　
（
弓
削
）

四
月
か
ら
は
社
会
人
と
し
て
の
自
覚

を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
一
人
前
の
人

間
に
な
れ
る
よ
う
に
精
進
し
て
い
き

ま
す
！

　
　
　
　
　
　

岡
本
紳
太
郎（
弓
削
）

自
ら
の
言
動
に
責
任
を
持
ち
、
周
り

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
過
ご

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

  

小
田　

舞
子(

弓
削
）

四
月
か
ら
保
育
士
に
な
る
の
で
、
一

生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

黒
田　

羽
奏（
弓
削
）

二
十
歳
に
な
っ
て
、
親
に
迷
惑
を
か

け
な
い
立
派
な
社
会
人
に
な
り
た
い

で
す
。

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

理
沙（
弓
削
）

素
敵
な
女
性
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

重
田　

朋
未（
弓
削
）

立
派
な
社
会
人
、
大
人
に
な
っ
て
、
影

響
力
の
あ
る
人
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

白
石　

直
也（
弓
削
）

将
来
、
地
域
医
療
に
携
わ
る
仕
事
に
就

け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

冨
岡　

水
貴（
弓
削
）

人
の
役
に
立
つ
仕
事
に
つ
く
の
で
気
を

引
き
締
め
て
頑
張
る
。

　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

寿
菜（
弓
削
）

四
月
か
ら
社
会
人
に
な
る
の
で
、
責
任

感
の
あ
る
、
思
い
や
り
を
忘
れ
な
い
人

に
な
り
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

升
田　

美
琴（
弓
削
）

四
月
か
ら
は
就
職
な
の
で
、
し
っ
か
り

と
し
た
社
会
人
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　

松
本　

宙
依（
弓
削
）

四
月
か
ら
上
島
町
に
帰
っ
て
き
て
、
地

元
の
皆
さ
ま
に
恩
返
し
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

松
本　

大
河（
弓
削
）

関
西
の
方
で
有
名
な
調
理
師
に
な
る
！

　
　
　
　
　
　
　

田
窪　

克
成（
弓
削
）
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残
り
の
二
年
で
公
務
員
の
勉
強
に
励

み
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
人
に

感
謝
し
て
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

増
成　

穣
士（
生
名
）

毎
日
元
気
に
生
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

林　
　

秀
吉（
岩
城
）

成
人
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
日
々
の

少
し
ず
つ
の
変
化
に
喜
び
を
感
じ
な

が
ら
、
今
ま
で
育
て
て
く
れ
た
家
族

に
感
謝
を
忘
れ
ず
過
ご
し
て
生
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

新
川　

陽
葉（
岩
城
）

好
き
な
事
が
で
き
る
環
境
が
あ
る
こ
と

に
感
謝
し
、
険
し
い
道
で
は
あ
り
ま
す

が
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
い

う
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

村
上
穂
乃
花（
岩
城
）

支
え
て
下
さ
る
方
々
に
感
謝
し
、
人

と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
毎
日
を
大

切
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

黒
瀬　

智
志（
岩
城
）

こ
れ
か
ら
も
家
族
、
友
人
、
地
元
の

方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
日
々
過
ご

し
人
情
深
い
大
人
に
な
り
た
い
で

す
。

　
　
　

 　
　

  

田
中　

哉
尋（
岩
城
）

周
り
の
人
に
感
謝
を
忘
れ
ず
自
分
ら
し

く
立
派
な
大
人
に
な
れ
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

 　

  
田
名
後
汐
音（
岩
城
）

た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
ず
、
感
謝
の
気
持
ち
を

持
っ
て
ま
っ
す
ぐ
生
き
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

澤
田
奈
津
季（
岩
城
）

今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

や
、
大
好
き
な
上
島
町
の
た
め
に
精

一
杯
努
力
し
て
い
き
ま
す
！

　
　
　
　
　
　

黒
瀬　

真
大（
岩
城
）

昨
年
は
学
生
生
活
の
中
で
好
き
な
こ
と

や
将
来
や
り
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
見

つ
か
っ
た
の
で
、
今
年
は
、
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

森
本　

渚
月（
岩
城
）

一
つ
一
つ
の
ご
縁
を
大
切
に
、
感
謝
の

心
を
忘
れ
な
い
人
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

濱
岡　

沙
岐（
岩
城
）

皆
か
ら
愛
さ
れ
る
立
派
な
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な
っ
て
、
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
周
り
の
人
と
両
親
に
恩
返

し
し
た
い
で
す
! !

　
　
　
　
　
　

 

八
原　

杏　
（
岩
城
）

大
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
周
り
の

人
へ
の
感
謝
を
忘
れ
な
い
よ
う
一
日
一

日
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

長
谷　

有
希（
岩
城
）
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